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東吾妻町総合戦略本部設置規程(平成27年告示26号)により、まち・ひと・しごと

創生法の施行に伴う地域の実情に沿った適切な短期、中期の政策目標の設定と進行

管理及び行財政改革の一層の推進並びに町の重要な施策の総合調整について、町長

のトップマネジメントによって全庁的に取り組む体制を整備するため設置します。

なお、町議会の特別委員会及び町長の諮問機関(附属機関)は、それぞれ関係条例

の規定により、委員選任や委嘱をし、組織します。



１．はじめに

町では、まち・ひと・しごと創生法に基づき、令和２年６月に「東吾妻町第２期
まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。

まち・ひと・しごと創生を実現するためには ＰＤＣＡ Ｐｌａｎ 計画 Ｄｏ、 （ （ ）、

実施 Ｃｈｅｃｋ 評価 Ａｃｔｉｏｎ 改善 サイクルを確立することが重（ ）、 （ ）、 （ ））

要であり、各事業を推進する中で、その効果を検証し、必要に応じて改訂していく

という一連のプロセスを実行していく必要があります。

また、効果検証に際しては、その妥当性・客観性を担保するため、行政の中だけ

でなく、外部有識者等の参画を得ることが求められています。

そこで、東吾妻町まちづくり参加条例に基づき、まちづくりを総合的かつ計画的

に推進するための附属機関として組織された ひがしあがつま創生会議 により効、「 」

果検証を実施しました。

２．ひがしあがつま創生会議 委員名簿
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３．検証・評価の概要

令和元年度及び令和２年度の上半期に実施した事業のうち、以下の４つの事業を

抽出し、令和２年１０月２日（金）より４回に渡り開催（うち１回は書面開催）さ

れたひがしあがつま創生会議により評価・検証が実施されました。

○検証・評価対象事業

（１）⑧ひがしあがつま雇用対策プロジェクト事業

（２）⑬空き家利活用支援推進事業

（３）⑯移住者等支援推進事業

（４） 子育て支援拠点事業

○検証・評価の手順

【総合戦略本部での検証・評価の手順】

（１）担当課が「事業検証シート（概要説明書 （様式３ 」を作成します。） ）

（２）事務事業評価委員会において「事業評価集計表（様式１ 「事業評価シート（様式２ 」）」 ）

に基づき、作成した「事業検証シート（概要説明書 （様式３ 」により、検証・評価を） ）

します。

なお、評価の基準は、３段階評価として行い 「事業評価シート（様式２ 」に基づき、、 ）

総合的に判定します。

（３）総合戦略本部に検証・評価結果等を報告し、決定していきます。

【外部有識者等の検証・評価の手順】

（１）総合戦略本部で決定した結果等に基づき「事業評価集計表（様式１ 「事業評価シート）」

（様式２ 」により、ひがしあがつま創生会議において検証・評価を行います。）

（２）検証・評価結果について意見を求め、最終的な判定を合議により決定します。

（３）必要により担当課から事業内容を聴取します。

○検証・評価の基準
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評
価

を
い

た
だ

い
て

い
る

が
、

参
加

対
象

者
を

高
校

生
だ

け
で

な
く
Ｕ

・
Ｉタ

ー
ン

者
に

拡
大

す
る

な
ど

事
業

実
施

で
の

改
善

点
も

必
要

と
考

え
る

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

【
総

合
判

定
】

≪
事

務
事

業
評

価
委

員
会

コ
メ

ン
ト
≫

事
業

を
継

続
す

る
こ

と
で

、
高

校
卒

業
か

ら
す

ぐ
に

地
元

企
業

に
就

職
す

る
方

は
も

と
よ

り
、

進
学

者
が

将
来

的
に

町
に

Ｕ
タ

ー
ン

就
職

す
る

キ
ッ

カ

ケ
の

一
つ

に
な

る
と

思
わ

れ
る

。
今

年
度

は
、

吾
妻

職
業

安
定

協
会

を
主

催
と

し
、

郡
内

町
村

と
連

携
し

て
よ

り
多

く
の

高
校

へ
参

加
を

呼
び

か
け

、

町
内

に
あ

る
優

良
企

業
を

広
く
宣

伝
し

、
移

住
定

住
に

繋
げ

て
い

き
た

い
。

ま
た

、
小

、
中

学
生

の
工

場
見

学
や

職
業

体
験

な
ど

も
併

せ
て

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

町
内

企
業

に
対

す
る

印
象

が
一

層
深

ま
る

の
で

は
な

い
か

。

≪
ひ

が
し

あ
が

つ
ま

創
生

会
議

コ
メ

ン
ト
≫

・
合

同
企

業
説

明
会

へ
の

参
加

対
象

者
の

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、

Ｊ
Ｒ

吾
妻

線
車

内
に

広
告

を
掲

示
す

る
な

ど
、

事
業

を
広

く
Ｐ

Ｒ
す

る
。

・
成

人
式

に
お

い
て

、
町

の
魅

力
や

企
業

を
紹

介
す

る
チ

ラ
シ

を
配

布
す

る
な

ど
、

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
町

内
へ

の
就

職
や

居
住

に
繋

げ
る

。

・
町

内
企

業
へ

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

受
け

入
れ

要
請

と
、

地
域

の
高

校
や

大
学

等
へ

の
企

業
紹

介
を

町
主

導
で

実
施

す
る

こ
と

で
、

町
内

へ
の

就
職

に
繋

げ
る

。

コ
メ

ン
ト
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様式３

【事業の位置づけ】

担当課

あり　 なし 　 課・係名

事業継続実施 事業継続実施 事業継続実施 事業継続実施 事業継続実施 事業継続実施 事業継続実施

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】
目標値(Ｒ６) Ｒ元実績値 達成状況

－ －

－ －

5,500人 5,524人 目標達成

1件 未実施 目標未達成

【予算・決算状況】 （単位：円）

内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額 内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額

時間外勤務手当 52,000 19,594 0

消耗品費 58,000 33,018 0

バス借上料 25,000 24,970 0

【事業概要及び検証】
(0)

直接指標

間接指標
ワーク・ライフ・バランスに関する企業への啓発活動年間件数

町内事業所の従業員数

　　　　　－

　　　　　－

東吾妻町 第２期 まち・ひと・しごと創生 総合戦略 事業検証シート（概要説明書）

総合戦略　事業名 　　⑧ひがしあがつま雇用対策プロジェクト事業 　　まちづくり推進課

事　　　業　　　名

【令和元・２（上半期）年度事業分】

　　合同企業説明会

令和元年度
進捗状況

Ｒ２上半期
進捗状況

　基本目標 　　２．東吾妻で働くことができる

　施策の具体的方向 　　2-1産業の振興・雇用の創出、2-2働きやすい環境づくり

　基本施策 　　2-1-1地域の特性を活かした産業の振興・雇用の創出、2-2-1だれもが働きやすい環境づくり

Ｒ元決算総額

令和６年度令和５年度令和４年度令和３年度令和２年度

Ｒ元予算総額

　アクションプラン

事
業
の
位
置
づ
け

　関連部署

産･学･官の連携・
役割分担

・Ｒ元年度　産：説明会への参加　学：生徒への参加の働きかけ

・Ｒ２年度上半期　産：説明会への参加　学：生徒への参加の働きかけ　官：説明会の主催
（吾妻職業安定協会）

指　　　標　　　の　　　名　　　称

77,582

Ｒ元予算残額

57,418

(57.47%)

対象
（誰/何を対象に）

町内在住者を主とする郡内高校２年生

135,000

事
業
の
検
証

成果実績
（現状の成果）

・Ｒ元年度　12/12_合同企業説明会_参加者２３名（吾妻中央高校、長野原高校生徒）_参加
企業９社

・Ｒ２年度上半期

進捗状況
（達成度）

・Ｒ元年度　説明会を開催することで、町内在住者を主とする郡内高校生と地元の優良企
業を結ぶ一助となっている。

・Ｒ２年度上半期

事
業
の
概
要

目的・必要性
（何のために）

町内の優良企業を知ってもらうことにより、将来的な企業の雇用創出と若者の定住を促進
するため

事業内容
（手段・手法など）

・Ｒ元年度　町内企業９社に参加いただき、高校生を対象とした合同企業説明会を開催

・Ｒ２年度上半期　吾妻職業安定協会の主催とし、郡内町村と合同開催で実施する予定
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様
式

２
2

＜
令

和
２

年
度

（
令

和
元

・２
（
上

半
期

）
年

度
事

業
分

）
＞

総
合

戦
略

 対
応

ペ
ー

ジ
：

4
5
頁

Ａ
 効

果
は

極
め

て
高

い

Ｂ
 効

果
は

高
い

Ｃ
 効

果
は

低
い

Ａ
 妥

当
性

・
必

要
性

が
極

め
て

高
い

Ｂ
 妥

当
性

・
必

要
性

が
高

い

Ｃ
 妥

当
性

・
必

要
性

が
低

い

Ａ
 有

効
性

・
効

率
性

が
極

め
て

高
い

Ｂ
 有

効
性

・
効

率
性

が
高

い

Ｃ
 有

効
性

・
効

率
性

が
低

い

Ａ
 優

先
度

が
極

め
て

高
い

Ｂ
 優

先
度

が
高

い

Ｃ
 優

先
度

が
低

い

Ａ
 継

続
す

べ
き

Ｂ
 見

直
し

て
継

続
す

べ
き

Ｃ
 継

続
の

必
要

性
が

低
い

Ａ
 重

複
な

し

Ｂ
 重

複
事

業
が

あ
る

が
統

合
不

可

Ｃ
 統

廃
合

す
べ

き

Ａ
 期

待
感

が
極

め
て

高
い

Ｂ
 期

待
感

が
高

い

Ｃ
 期

待
感

が
低

い

現
状

維
持

拡
充

見
直

し東
吾

妻
町

 第
２

期
 ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

 総
合

戦
略

 事
業

評
価

シ
ー

ト
 （

令
和

２
年

度
）

担
当

課

事
業

名

【
個

別
判

定
】

評
価

の
基

準
（
個

別
評

価
項

目
）

評
価

判
定

評
価

コ
メ

ン
ト

⑬
空

き
家

利
活

用
支

援
推

進
事

業

 
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
、

建
設

課
、

企
画

課

1
Ｋ

Ｐ
Ｉの

達
成

取
組

事
業

が
総

合
戦

略
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ達
成

に
効

果
的

で
あ

っ
た

か
。

Ｋ
Ｐ

Ｉ：
空

き
家

バ
ン

ク
延

べ
登

録
者

数
・
・・

目
標

：
1
0
件

　
実

績
：
1
5
件

　
→

達
成

Ｋ
Ｐ

Ｉ：
空

き
家

バ
ン

ク
延

べ
マ

ッ
チ

ン
グ

件
数

・
・
・
目

標
：
3
件

　
実

績
：
0
件

　
→

未
達

成
空

き
家

バ
ン

ク
登

録
者

数
は

目
標

値
を

達
成

し
て

い
る

が
、

す
ぐ

に
住

め
る

物
件

は
2件

で
あ

り
、

利
用

希
望

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

て
い

な
い

。
そ

の
結

果
が

マ
ッ

チ
ン

グ
件

数
の

実
績

に
現

れ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

2
妥

当
性

・
必

要
性

町
が

行
う

事
業

と
し

て
そ

の
目

的
が

妥
当

で
あ

る
か

。
公

的
資

金
を

投
入

す
る

必
要

が
あ

る
か

。

全
国

的
に

増
え

続
け

て
い

る
空

き
家

を
利

活
用

す
る

た
め

の
各

種
施

策
や

除
却

に
よ

り
景

観
を

維
持

す
る

た
め

の
施

策
を

公
的

機
関

が
行

う
こ

と
に

つ
い

て
の

妥
当

性
・
必

要
性

は
高

い
と

考
え

る
。

し
か

し
、

空
き

家
管

理
は

本
来

、
所

有
者

が
行

う
べ

き
も

の
で

あ
る

こ
と

も
事

業
を

推
進

す
る

う
え

で
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

3
有

効
性

・
効

率
性

当
該

事
業

が
手

段
と

し
て

有
効

で
あ

る
か

。
効

率
的

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。

空
き

家
の

利
活

用
や

除
却

に
関

す
る

補
助

制
度

は
利

用
実

績
が

多
く
、

利
用

者
か

ら
も

概
ね

好
評

を
い

た
だ

い
て

い
る

。
し

か
し

、
空

き
家

バ
ン

ク
の

登
録

物
件

は
古

い
も

の
が

多
く
、

利
用

希
望

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

て
い

な
い

現
状

も
あ

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

4
優

先
度

限
ら

れ
た

財
源

の
中

で
、

他
の

事
業

に
比

べ
て

緊
要

で
あ

る
か

。
（
優

先
比

較
が

困
難

な
場

合
は

、
Ｂ

）

空
き

家
を

利
活

用
す

る
た

め
の

各
種

施
策

や
除

却
に

よ
り

景
観

を
維

持
す

る
た

め
の

施
策

を
実

施
す

る
こ

と
の

優
先

度
は

高
い

が
、

総
合

戦
略

の
各

事
業

と
連

携
し

な
が

ら
事

業
推

進
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
た

め
、

他
事

業
と

の
優

先
比

較
は

困
難

で
あ

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

5
継

続
の

必
要

性
継

続
事

業
に

つ
い

て
、

今
後

も
継

続
し

て
行

う
必

要
性

が
あ

る
か

。

事
業

の
性

質
上

、
長

い
ス

パ
ン

で
効

果
を

見
極

め
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

継
続

的
に

事
業

を
実

施
す

べ
き

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ａ

】
判

定
と

し
た

。

6
他

事
業

と
の

重
複

他
の

事
業

と
統

合
す

る
こ

と
に

よ
り

、
合

理
的

か
つ

効
果

的
な

事
業

と
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

か
。

（
外

郭
団

体
等

を
含

め
て

）

重
複

す
る

事
業

は
存

在
し

な
い

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ａ

】
判

定
と

し
た

。

7
住

民
か

ら
の

観
点

住
民

目
線

の
観

点
か

ら
町

民
の

負
担

を
軽

減
さ

せ
る

な
ど

、
必

要
性

や
効

果
に

つ
い

て
期

待
さ

れ
て

い
る

か
。

空
き

家
の

利
活

用
や

除
却

に
関

す
る

補
助

制
度

は
利

用
実

績
が

多
く
、

利
用

者
か

ら
も

概
ね

好
評

を
い

た
だ

い
て

い
る

。
し

か
し

、
空

き
家

バ
ン

ク
の

登
録

物
件

は
古

い
も

の
が

多
く
、

利
用

希
望

者
の

ニ
ー

ズ
に

応
え

ら
れ

て
い

な
い

現
状

も
あ

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

【
総

合
判

定
】

コ
メ

ン
ト

≪
事

務
事

業
評

価
委

員
会

コ
メ

ン
ト
≫

空
き

家
の

利
活

用
や

除
却

に
関

す
る

補
助

制
度

は
利

用
実

績
が

多
く
、

利
用

者
か

ら
も

概
ね

好
評

を
い

た
だ

い
て

い
る

が
、

空
き

家
の

管
理

は
本

来
、

所
有

者
が

行
う

べ
き

も
の

で
あ

る
こ

と
も

事
業

を
推

進
す

る
う

え
で

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

空
き

家
バ

ン
ク

は
物

件
登

録
数

の
増

加
の

た
め

の
Ｐ

Ｒ
を

強
化

し
、

同
時

に
移

住
サ

ポ
ー

タ
ー

と
連

携
し

た
物

件
紹

介
を

積
極

的
に

行
う

こ
と

で

マ
ッ

チ
ン

グ
件

数
を

伸
ば

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

≪
ひ

が
し

あ
が

つ
ま

創
生

会
議

コ
メ

ン
ト
≫

・
空

き
家

の
利

活
用

や
除

却
に

関
す

る
補

助
制

度
に

つ
い

て
、

町
民

・
事

業
者

へ
の

Ｐ
Ｒ

を
強

化
す

る
。

・
住

宅
取

得
に

よ
る

定
住

人
口

を
更

に
加

速
さ

せ
る

観
点

か
ら

、
「
住

宅
取

得
奨

励
補

助
金

」
の

対
象

年
齢

の
制

限
を

撤
廃

す
る

。

・
空

き
家

の
利

活
用

を
推

進
す

る
必

要
性

か
ら

、
町

の
空

き
家

の
全

体
像

を
把

握
す

る
と

共
に

情
報

を
更

新
す

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

・
空

き
家

バ
ン

ク
制

度
に

つ
い

て
は

、
所

有
者

（
固

定
資

産
税

納
付

者
）
へ

の
制

度
周

知
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

登
録

物
件

の
増

加
を

図
る

。
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様式３

【事業の位置づけ】

担当課

あり　 なし 　 課・係名

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】
目標値(Ｒ６) Ｒ元実績値 達成状況

10件 15件 目標達成

3件 0件 目標未達成

5件 未実施 目標未達成

3件 0件 目標未達成

【予算・決算状況】 （単位：円）

内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額 内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額

補助金 23,030,000 15,290,000 12,678,000

繰越分 4,987,000 4,700,000 7,740,000

【事業概要及び検証】
(20418000)

　　定住促進事業住宅取得奨励補助

東吾妻町 第２期 まち・ひと・しごと創生 総合戦略 事業検証シート（概要説明書）

【令和元・２（上半期）年度事業分】
総合戦略　事業名 　　⑬空き家利活用支援推進事業 　　まちづくり推進課

事　　　業　　　名

令和元年度
進捗状況

事
業
の
位
置
づ
け

　基本目標 　　２．東吾妻で働くことができる、３．東吾妻で住みたくなる

　施策の具体的方向

　基本施策 　　2-1-2若者等の起業支援の推進、2-2-2働く場と住む環境の一体的な確保、3-1-1住宅を供給する体制の充実、3-1-3快適で楽しい生活環境づくり

　関連部署

間接指標
若者起業支援延べ件数

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

28,017,000

Ｒ元決算総額

　　2-1産業の振興・雇用の創出、2-2働きやすい環境づくり、3-1住みたい・住み続けたい環境づくり

　アクションプラン

8,027,000

Ｒ２上半期
進捗状況

指　　　標　　　の　　　名　　　称

直接指標
空き家バンク延べ登録者数

空き家バンク延べマッチング件数

事
業
の
概
要

目的・必要性
（何のために）

住宅地延べ販売戸数

令和２年度

若者（４０歳未満）、若者夫妻（夫婦どちらかが４０歳未満）

事業内容
（手段・手法など）

①新築住宅････取得価格×1/20（上限100万円）
　※町外業者施工の場合は1/40（上限50万円）
②中古住宅････取得価格×1/40（上限30万円）
＜加算＞
・子ども一人＝20万円　・新規転入＝10万円　・町内事業所勤務＝10万円
　※補助金総額の上限150万円　（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

産･学･官の連携・
役割分担

なし（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

Ｒ元予算総額

町の人口減少を抑制し、若者や子育て世帯の定住促進と地域の活性化を図るため

対象
（誰/何を対象に）

19,990,000

Ｒ元予算残額

事
業
の
検
証

成果実績
（現状の成果）

・Ｒ元年度　補助件数：２１件

・Ｒ２年度上半期　申請件数：１８件

進捗状況
（達成度）

・Ｒ元年度　２１件の実績のうち、２件の空き家購入（制度開始よりの累計４件）を補助した。
 　　　　　　　また、これにより７２人（うち、町外からの転入者１９人）が定住した

・Ｒ２年度上半期　現状での申請件数である１８件（空き家購入件数は０件）により、６６人
（うち、町外からの転入者１２人）が定住する見込み

(71.35%)
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様式３

【事業の位置づけ】

担当課

あり　 なし 　 課・係名

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】
目標値(Ｒ６) Ｒ元実績値 達成状況

10件 15件 目標達成

3件 0件 目標未達成

5件 未実施 目標未達成

3件 0件 目標未達成

【予算・決算状況】 （単位：円）

内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額 内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額

補助金 0 0 2,400,000

【事業概要及び検証】
(2400000)

　　空き店舗利活用支援補助

東吾妻町 第２期 まち・ひと・しごと創生 総合戦略 事業検証シート（概要説明書）

【令和元・２（上半期）年度事業分】
総合戦略　事業名 　　⑬空き家利活用支援推進事業 　　まちづくり推進課

事　　　業　　　名

令和元年度
進捗状況

事
業
の
位
置
づ
け

　基本目標 　　２．東吾妻で働くことができる、３．東吾妻で住みたくなる

　施策の具体的方向

　基本施策 　　2-1-2若者等の起業支援の推進、2-2-2働く場と住む環境の一体的な確保、3-1-1住宅を供給する体制の充実、3-1-3快適で楽しい生活環境づくり

　関連部署

間接指標
若者起業支援延べ件数

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

0

Ｒ元決算総額

　　2-1産業の振興・雇用の創出、2-2働きやすい環境づくり、3-1住みたい・住み続けたい環境づくり

　アクションプラン

0

Ｒ２上半期
進捗状況

指　　　標　　　の　　　名　　　称

直接指標
空き家バンク延べ登録者数

空き家バンク延べマッチング件数

事
業
の
概
要

目的・必要性
（何のために）

住宅地延べ販売戸数

令和２年度

原町地区の空き店舗を活用して、商業等の事業を起こす者

事業内容
（手段・手法など）

新規出店者が空き店舗を３年間以上継続利用して自ら運営する事業に対し、空き店舗を改
修する費用（上限２０万円）及び賃借料（月当たり５万円、３年間を上限）を補助する

産･学･官の連携・
役割分担

なし（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

Ｒ元予算総額

原町地区（都市計画用途地域及び用途地域に接する地域）の空き店舗を商業施設等として
利用する新規出店者に出店のための支援を行い、商店街のにぎやかさの創出と活性化を
図る

対象
（誰/何を対象に）

0

Ｒ元予算残額

事
業
の
検
証

成果実績
（現状の成果）

・Ｒ元年度　申請受付、交付実績共になし

・Ｒ２年度上半期　申請件数５件

進捗状況
（達成度）

・Ｒ元年度　実績なし

・Ｒ２年度上半期　５件の申請があり、空き店舗が活用されることにより原町商店街の活性
化に寄与している

#DIV/0!
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様式３

【事業の位置づけ】

担当課

あり　 なし 　 課・係名

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】
目標値(Ｒ６) Ｒ元実績値 達成状況

10件 15件 目標達成

3件 0件 目標未達成

5件 未実施 目標未達成

3件 0件 目標未達成

【予算・決算状況】 （単位：円）

内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額 内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額

補助金 6,000,000 5,576,000 5,000,000

【事業概要及び検証】
(5000000)

　　空家除却費補助

424,000

指　　　標　　　の　　　名　　　称

　基本施策 　　2-1-2若者等の起業支援の推進、2-2-2働く場と住む環境の一体的な確保、3-1-1住宅を供給する体制の充実、3-1-3快適で楽しい生活環境づくり

　関連部署

事
業
の
位
置
づ
け

　基本目標 　　２．東吾妻で働くことができる、３．東吾妻で住みたくなる

東吾妻町 第２期 まち・ひと・しごと創生 総合戦略 事業検証シート（概要説明書）

【令和元・２（上半期）年度事業分】
総合戦略　事業名 　　⑬空き家利活用支援推進事業 　　建設課

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

事　　　業　　　名

　施策の具体的方向 　　2-1産業の振興・雇用の創出、2-2働きやすい環境づくり、3-1住みたい・住み続けたい環境づくり

　アクションプラン

Ｒ２上半期
進捗状況

令和２年度
令和元年度
進捗状況

直接指標
空き家バンク延べ登録者数

空き家バンク延べマッチング件数

間接指標
若者起業支援延べ件数

住宅地延べ販売戸数

町内に空き家を所有し、除却を希望する者

事業内容
（手段・手法など）

以下の要件に該当する空き家を除却した際に要した費用の３分の１以内（上限５０万円）を
所有者に補助する
・個人が所有する空家であること
・戸建て住宅（併用住宅を含む）であること
・補助金交付申請日に５年以上経過している空家であること
・所有権以外の権利が設定されていない空家であること　など
（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

産･学･官の連携・
役割分担

なし（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

Ｒ元予算総額

6,000,000

Ｒ元決算総額

5,576,000

Ｒ元予算残額

事
業
の
検
証

成果実績
（現状の成果）

・Ｒ元年度　交付実績：１３件　交付額：５，５７６千円

・Ｒ２年度上半期　交付決定：１０件　交付決定額：４，７５９千円
　　　　　　　　　　　 （うち、交付済：２件　交付済額：８７４千円）

進捗状況
（達成度）

・Ｒ元年度　計１３件の空家除却費の補助を行った。

・Ｒ２年度上半期　計１０件の空家除却費の交付決定を行った。うち、２件が除却済み。

(92.93%)

事
業
の
概
要

目的・必要性
（何のために）

町内の景観を保全し、町民の安全・安心な暮らしを確保するため、空き家を除却する者に
費用の一部を補助する

対象
（誰/何を対象に）
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様式３

【事業の位置づけ】

担当課

あり　 なし 　 課・係名

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

事業継続実施
定着化・効率化検討

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】
目標値(Ｒ６) Ｒ元実績値 達成状況

10件 15件 目標達成

3件 0件 目標未達成

5件 未実施 目標未達成

3件 0件 目標未達成

【予算・決算状況】 （単位：円）

内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額 内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額

委員報酬 77,000 0 77,000

旅費 4,000 0 4,000

消耗品費 18,000 7,538 53,000

【事業概要及び検証】
(134000)

事
業
の
検
証

成果実績
（現状の成果）

・Ｒ元年度
空き家所有者に登録案内を送付して物件を募り、現地調査を実施して物件の公表に向け
た準備を行った（物件登録申請件数：１５件）
・Ｒ２年度上半期
物件調査を継続しながらも平行して移住サポーターと連携し、移住相談の際に物件の案内
を開始した。（物件登録申請件数：２件）

進捗状況
（達成度）

・Ｒ元年度
申請に基づき、現地調査を実施した結果、すぐに住める物件は２物件のみであり、契約に
至った事例は無かった
・Ｒ２年度上半期
移住サポーターと連携しながら移住希望者に物件の紹介を行っているが、現状で契約に
至った事例は無い

(7.61%)

事
業
の
概
要

目的・必要性
（何のために）

町内における空き家等の有効活用を通じて、移住・定住の促進、町民と町外居住者等の交
流及び地域の活性化を図るため（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

対象
（誰/何を対象に）

産･学･官の連携・
役割分担

賃貸及び売買契約を行うため、登録により不動産取扱事業者（事業者数：７社）と連携して
事業推進している（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

Ｒ元予算総額

99,000

Ｒ元決算総額

7,538

Ｒ元予算残額

間接指標
若者起業支援延べ件数

住宅地延べ販売戸数

令和２年度

利活用の意向のある空き家所有者及び空き家を利用したい者（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

事業内容
（手段・手法など）

利活用の意向のある空き家所有者と空き家を利用したい者のマッチングを行い、登録事業
者を通じて賃貸及び売買契約を締結するまでをコーディネートする事業（Ｒ元、Ｒ２上半期
共通）

　アクションプラン

　基本施策 　　2-1-2若者等の起業支援の推進、2-2-2働く場と住む環境の一体的な確保、3-1-1住宅を供給する体制の充実、3-1-3快適で楽しい生活環境づくり

　関連部署

91,462

Ｒ２上半期
進捗状況

指　　　標　　　の　　　名　　　称

直接指標
空き家バンク延べ登録者数

空き家バンク延べマッチング件数

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

事　　　業　　　名

令和元年度
進捗状況

事
業
の
位
置
づ
け

　基本目標 　　２．東吾妻で働くことができる、３．東吾妻で住みたくなる

　施策の具体的方向

　　空き家バンク制度

東吾妻町 第２期 まち・ひと・しごと創生 総合戦略 事業検証シート（概要説明書）

【令和元・２（上半期）年度事業分】
総合戦略　事業名 　　⑬空き家利活用支援推進事業 　　企画課

　　2-1産業の振興・雇用の創出、2-2働きやすい環境づくり、3-1住みたい・住み続けたい環境づくり
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⑯

移
住

者
等

支
援

推
進

事
業

【
個

別
判

定
】

評
価

の
基

準
（
個

別
評

価
項

目
）

評
価

判
定

評
価

コ
メ

ン
ト

1
Ｋ

Ｐ
Ｉの

達
成

取
組

事
業

が
総

合
戦

略
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ達
成

に
効

果
的

で
あ

っ
た

か
。

Ｋ
Ｐ

Ｉ：
移

住
サ

ポ
ー

タ
ー

登
録

人
数

・
・
・
目

標
：
5
人

　
実

績
：
未

実
施

　
→

未
達

成
Ｋ

Ｐ
Ｉ：

お
試

し
居

住
年

間
利

用
件

数
・
・
・
目

標
：
1
0
件

　
実

績
：
4
件

　
→

未
達

成
移

住
サ

ポ
ー

タ
ー

の
登

録
人

数
は

現
状

5人
で

あ
り

、
目

標
を

達
成

し
て

い
る

。
し

か
し

、
お

試
し

居
住

事
業

は
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
感

染
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

、
現

在
利

用
を

休
止

し
て

い
る

。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

2
妥

当
性

・
必

要
性

町
が

行
う

事
業

と
し

て
そ

の
目

的
が

妥
当

で
あ

る
か

。
公

的
資

金
を

投
入

す
る

必
要

が
あ

る
か

。

町
外

か
ら

の
移

住
の

促
進

と
移

住
後

の
生

活
を

支
援

す
る

こ
と

は
、

人
口

減
少

対
策

に
直

接
的

に
結

び
つ

く
も

の
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
公

的
機

関
が

同
事

業
を

実
施

す
る

こ
と

に
つ

い
て

の
妥

当
性

・
必

要
性

は
高

い
と

考
え

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

3
有

効
性

・
効

率
性

当
該

事
業

が
手

段
と

し
て

有
効

で
あ

る
か

。
効

率
的

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。

町
外

か
ら

の
移

住
の

促
進

と
移

住
後

の
生

活
を

支
援

す
る

こ
と

は
、

人
口

減
少

対
策

に
直

接
的

に
結

び
つ

く
も

の
で

あ
る

が
、

現
状

で
は

移
住

相
談

を
通

じ
て

実
際

に
移

住
に

至
っ

た
ケ

ー
ス

は
な

い
。

今
後

は
空

き
家

バ
ン

ク
と

の
連

携
し

た
事

業
推

進
な

ど
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

4
優

先
度

限
ら

れ
た

財
源

の
中

で
、

他
の

事
業

に
比

べ
て

緊
要

で
あ

る
か

。
（
優

先
比

較
が

困
難

な
場

合
は

、
Ｂ

）

町
外

か
ら

の
移

住
の

促
進

と
移

住
後

の
生

活
を

支
援

す
る

こ
と

は
、

人
口

減
少

対
策

に
直

接
的

に
結

び
つ

く
も

の
で

あ
る

た
め

優
先

度
は

高
い

が
、

空
き

家
バ

ン
ク

を
始

め
と

し
た

総
合

戦
略

の
各

事
業

と
連

携
し

な
が

ら
事

業
推

進
を

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

た
め

、
他

事
業

と
の

優
先

比
較

は
困

難
で

あ
る

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

5
継

続
の

必
要

性
継

続
事

業
に

つ
い

て
、

今
後

も
継

続
し

て
行

う
必

要
性

が
あ

る
か

。

事
業

の
性

質
上

、
長

い
ス

パ
ン

で
効

果
を

見
極

め
る

必
要

が
あ

る
た

め
、

継
続

的
に

事
業

を
実

施
す

べ
き

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ａ

】
判

定
と

し
た

。

6
他

事
業

と
の

重
複

他
の

事
業

と
統

合
す

る
こ

と
に

よ
り

、
合

理
的

か
つ

効
果

的
な

事
業

と
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

か
。

（
外

郭
団

体
等

を
含

め
て

）

重
複

す
る

事
業

は
存

在
し

な
い

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ａ

】
判

定
と

し
た

。

7
住

民
か

ら
の

観
点

住
民

目
線

の
観

点
か

ら
町

民
の

負
担

を
軽

減
さ

せ
る

な
ど

、
必

要
性

や
効

果
に

つ
い

て
期

待
さ

れ
て

い
る

か
。

人
口

の
減

少
カ

ー
ブ

を
少

し
で

も
緩

め
る

た
め

の
取

り
組

み
と

し
て

、
同

事
業

の
期

待
は

高
い

と
考

え
る

が
、

現
状

で
は

実
際

の
移

住
に

は
結

び
つ

い
て

い
な

い
こ

と
か

ら
、

空
き

家
バ

ン
ク

を
始

め
と

し
た

総
合

戦
略

の
各

事
業

と
連

携
し

な
が

ら
事

業
推

進
を

す
る

必
要

が
あ

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

【
総

合
判

定
】

コ
メ

ン
ト

≪
事

務
事

業
評

価
委

員
会

コ
メ

ン
ト
≫

移
住

サ
ポ

ー
タ

ー
同

士
や

他
市

町
村

の
移

住
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
等

と
の

情
報

共
有

に
よ

り
、

相
談

件
数

が
増

加
し

つ
つ

あ
る

こ
と

。
ま

た
、

コ
ロ

ナ

禍
に

よ
る

リ
モ

ー
ト

ワ
ー

ク
の

普
及

に
よ

り
、

若
年

者
の

移
住

に
対

す
る

ハ
ー

ド
ル

が
下

が
っ

て
い

る
こ

と
な

ど
か

ら
、

総
合

戦
略

の
各

事
業

を
活

用

し
な

が
ら

実
際

の
移

住
に

結
び

つ
け

る
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

お
試

し
居

住
に

つ
い

て
は

、
よ

り
「
町

の
生

活
を

感
じ

ら
れ

る
も

の
」
と

な
る

よ
う

事
業

内
容

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

≪
ひ

が
し

あ
が

つ
ま

創
生

会
議

コ
メ

ン
ト
≫

・
空

き
家

バ
ン

ク
な

ど
の

情
報

の
中

か
ら

、
居

住
可

能
な

物
件

を
対

象
に

、
町

が
必

要
に

応
じ

て
リ

フ
ォ

ー
ム

な
ど

を
行

い
、

モ
デ

ル
的

な
体

験
住

宅

と
し

て
移

住
者

に
貸

し
出

す
等

の
制

度
を

創
設

す
る

。

・
友

好
都

市
で

あ
る

東
京

都
杉

並
区

と
連

携
し

た
移

住
相

談
会

を
実

施
し

、
移

住
者

の
増

加
を

図
る

。
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様式３

【事業の位置づけ】

担当課

あり　 なし 　 課・係名

移住支援の充実
移住促進策の検討

事業継続実施
新たな方策の実施

事業継続実施 事業継続実施 事業継続実施 未実施 サポーター制度開始

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】
目標値(Ｒ６) Ｒ元実績値 達成状況

5人 未実施 目標未達成

10件 4件 目標未達成

1件 0件 目標未達成

0人 △49人 目標未達成

【予算・決算状況】 （単位：円）

内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額 内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額

報酬 231,000 115,500 0

旅費 102,000 44,140 83,000

委託料 0 0 300,000

負担金補助及び交付金 20,000 7,000 20,000

【事業概要及び検証】
(403000)

(47.21%)

事
業
の
概
要

本町に移住を希望する者及び移住した者

事業内容
（手段・手法など）

・Ｒ元年度　　　　　　移住相談員を配置し、相談業務等を実施した
・Ｒ２年度上半期　　移住サポーター（ボランティア）を設置し、相談業務等を実施している

産･学･官の連携・
役割分担

なし（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

対象
（誰/何を対象に）

事
業
の
検
証

成果実績
（現状の成果）

・Ｒ元年度
移住相談員を１名配置（平成２９年度より実施）して、東京で実施する県や郡内町村合同で
の移住相談会に参加し、移住相談業務等を行った
・Ｒ２年度上半期
Ｒ２年度より移住サポーターを募集して、５名の方に登録いただき、相談業務などを行って
もらっている
コロナウィルスの影響から、東京での移住相談会は実施できていないが、今後開催される
Ｗｅｂでの移住相談会には参加する予定
また、移住サポーター育成などの移住関連施策の一部を業務委託して事業推進している

進捗状況
（達成度）

来町した移住希望者の現地案内や空き家の紹介なども実施したが、実際の移住に至った
事例は無い（Ｒ元、Ｒ２上半期共通）

353,000

Ｒ元決算総額

166,640

Ｒ元予算残額

186,360

目的・必要性
（何のために）

20～39歳人口社会増減数

直接指標

令和２年度 令和３年度 令和４年度

Ｒ元予算総額

間接指標

　アクションプラン

町外から本町への移住・定住希望者の受入体制の整備及び本町に移住した者に寄り添っ
たサポート体制の実現を図ることにより移住・定住を促進するため

Ｒ２上半期
進捗状況

指　　　標　　　の　　　名　　　称

移住サポーター登録人数

お試し居住年間利用件数

お試し居住利用者延べ移住件数

令和５年度 令和６年度
令和元年度
進捗状況

事
業
の
位
置
づ
け

　基本目標 　　３．東吾妻で住みたくなる

　施策の具体的方向 　　3-1住みたい・住み続けたい環境づくり

　基本施策

　関連部署

　　3-1-2移住・定住の促進

東吾妻町 第２期 まち・ひと・しごと創生 総合戦略 事業検証シート（概要説明書）

【令和元・２（上半期）年度事業分】
総合戦略　事業名 　　⑯移住者等支援推進事業 　　企画課

事　　　業　　　名 　　移住サポーター事業
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様
式

２
4

学
校

教
育

課
＜

令
和

２
年

度
（
令

和
元

・２
（
上

半
期

）
年

度
事

業
分

）
＞

総
合

戦
略

 対
応

ペ
ー

ジ
：

4
9
頁

Ａ
 効

果
は

極
め

て
高

い

Ｂ
 効

果
は

高
い

Ｃ
 効

果
は

低
い

Ａ
 妥

当
性

・
必

要
性

が
極

め
て

高
い

Ｂ
 妥

当
性

・
必

要
性

が
高

い

Ｃ
 妥

当
性

・
必

要
性

が
低

い

Ａ
 有

効
性

・
効

率
性

が
極

め
て

高
い

Ｂ
 有

効
性

・
効

率
性

が
高

い

Ｃ
 有

効
性

・
効

率
性

が
低

い

Ａ
 優

先
度

が
極

め
て

高
い

Ｂ
 優

先
度

が
高

い

Ｃ
 優

先
度

が
低

い

Ａ
 継

続
す

べ
き

Ｂ
 見

直
し

て
継

続
す

べ
き

Ｃ
 継

続
の

必
要

性
が

低
い

Ａ
 重

複
な

し

Ｂ
 重

複
事

業
が

あ
る

が
統

合
不

可

Ｃ
 統

廃
合

す
べ

き

Ａ
 期

待
感

が
極

め
て

高
い

Ｂ
 期

待
感

が
高

い

Ｃ
 期

待
感

が
低

い

現
状

維
持

拡
充

見
直

し東
吾

妻
町

 第
２

期
 ま

ち
・
ひ

と
・
し

ご
と

創
生

 総
合

戦
略

 事
業

評
価

シ
ー

ト
 （

令
和

２
年

度
）

担
当

課

事
業

名
 

子
育

て
支

援
拠

点
事

業

【
個

別
判

定
】

評
価

の
基

準
（
個

別
評

価
項

目
）

評
価

判
定

評
価

コ
メ

ン
ト

1
Ｋ

Ｐ
Ｉの

達
成

取
組

事
業

が
総

合
戦

略
の

Ｋ
Ｐ

Ｉ達
成

に
効

果
的

で
あ

っ
た

か
。

Ｋ
Ｐ

Ｉ：
子

育
て

支
援

拠
点

年
間

利
用

者
数

・
・
・
目

標
：
1
,2

0
0
人

　
実

績
：
1
,6

5
9
人

　
→

達
成

Ｒ
元

年
度

よ
り

は
ら

ま
ち

保
育

所
２

階
に

移
転

し
、

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
と

し
て

事
業

を
開

始
、

Ｋ
Ｐ

Ｉは
達

成
し

て
い

る
。

し
か

し
、

コ
ロ

ナ
ウ

ィ
ル

ス
の

影
響

に
よ

り
、

Ｒ
２

年
度

の
年

間
利

用
者

数
実

績
は

下
が

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

2
妥

当
性

・
必

要
性

町
が

行
う

事
業

と
し

て
そ

の
目

的
が

妥
当

で
あ

る
か

。
公

的
資

金
を

投
入

す
る

必
要

が
あ

る
か

。

総
合

戦
略

の
基

本
目

標
の

１
つ

で
あ

る
「東

吾
妻

で
家

族
を

持
ち

た
く
な

る
」
の

実
現

の
た

め
に

も
、

公
的

機
関

が
「
親

子
が

安
心

し
て

集
え

る
場

」
の

提
供

を
す

る
こ

と
の

必
要

性
は

一
定

程
度

高
い

と
考

え
る

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

3
有

効
性

・
効

率
性

当
該

事
業

が
手

段
と

し
て

有
効

で
あ

る
か

。
効

率
的

に
行

わ
れ

て
い

る
か

。

親
子

が
安

心
し

て
集

え
る

居
場

所
と

親
同

士
の

情
報

交
換

が
で

き
る

場
を

提
供

し
、

子
育

て
に

関
す

る
精

神
的

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
に

よ
り

、
子

育
て

世
代

の
定

住
に

繋
が

る
も

の
と

考
え

る
。

ま
た

、
地

域
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

活
用

に
よ

る
読

み
聞

か
せ

イ
ベ

ン
ト

を
行

う
な

ど
効

率
的

な
事

業
運

営
も

行
っ

て
い

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

4
優

先
度

限
ら

れ
た

財
源

の
中

で
、

他
の

事
業

に
比

べ
て

緊
要

で
あ

る
か

。
（
優

先
比

較
が

困
難

な
場

合
は

、
Ｂ

）

総
合

戦
略

の
基

本
目

標
の

１
つ

で
あ

る
「東

吾
妻

で
家

族
を

持
ち

た
く
な

る
」
た

め
に

も
同

事
業

の
必

要
性

は
大

き
い

が
、

他
事

業
と

の
優

先
比

較
は

困
難

で
あ

る
。

　
→

こ
の

よ
う

な
理

由
か

ら
【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

5
継

続
の

必
要

性
継

続
事

業
に

つ
い

て
、

今
後

も
継

続
し

て
行

う
必

要
性

が
あ

る
か

。

現
状

で
は

町
内

の
公

共
施

設
で

「
親

子
が

安
心

し
て

集
え

る
場

」
は

少
な

い
こ

と
か

ら
、

継
続

し
て

事
業

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ａ

】
判

定
と

し
た

。

6
他

事
業

と
の

重
複

他
の

事
業

と
統

合
す

る
こ

と
に

よ
り

、
合

理
的

か
つ

効
果

的
な

事
業

と
す

る
こ

と
が

で
き

な
い

か
。

（
外

郭
団

体
等

を
含

め
て

）

重
複

す
る

事
業

は
存

在
し

な
い

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ａ

】
判

定
と

し
た

。

7
住

民
か

ら
の

観
点

住
民

目
線

の
観

点
か

ら
町

民
の

負
担

を
軽

減
さ

せ
る

な
ど

、
必

要
性

や
効

果
に

つ
い

て
期

待
さ

れ
て

い
る

か
。

Ｒ
元

年
度

よ
り

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
と

し
て

事
業

を
開

始
、

週
５

日
開

所
し

、
利

用
者

は
目

標
を

上
回

っ
て

い
る

。
コ

ロ
ナ

ウ
ィ

ル
ス

の
蔓

延
に

よ
り

、
昨

年
度

３
月

～
今

年
度

５
月

を
閉

所
、

そ
の

後
も

利
用

者
は

伸
び

悩
ん

で
い

る
が

、
保

育
所

職
員

を
支

援
セ

ン
タ

ー
に

配
置

す
る

こ
と

に
よ

り
、

入
所

の
問

い
合

わ
せ

や
育

児
相

談
を

行
う

な
ど

、
町

民
ニ

ー
ズ

に
即

し
た

体
制

を
と

っ
て

い
る

。
　

→
こ

の
よ

う
な

理
由

か
ら

【
Ｂ

】
判

定
と

し
た

。

【
総

合
判

定
】

コ
メ

ン
ト

≪
事

務
事

業
評

価
委

員
会

コ
メ

ン
ト
≫

は
ら

ま
ち

保
育

所
の

２
階

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

保
育

所
職

員
と

の
相

談
や

相
互

交
流

に
よ

り
、

ス
ム

ー
ズ

な
保

育
所

へ
の

移
行

が
行

わ
れ

る
な

ど
実

施
場

所
に

よ
る

メ
リ

ッ
ト

も
あ

る
と

考
え

る
。

ま
た

、
ス

タ
ッ

フ
を

配
置

す
る

な
ど

、
他

町
村

よ
り

も
優

位
性

を
持

た
せ

る
こ

と
で

町
外

か
ら

の
利

用
者

も

居
る

こ
と

か
ら

、
将

来
の

移
住

に
繋

が
る

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
併

せ
て

地
域

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

の
活

用
に

よ
る

効
率

的
な

事
業

運
営

も
継

続
し

、

他
の

子
育

て
支

援
事

業
と

併
催

に
す

る
な

ど
、

よ
り

魅
力

の
あ

る
事

業
と

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

≪
ひ

が
し

あ
が

つ
ま

創
生

会
議

コ
メ

ン
ト
≫

・
子

育
て

支
援

拠
点

に
保

育
士

等
の

ス
タ

ッ
フ

が
常

駐
し

て
い

る
こ

と
を

強
み

と
し

て
、

町
内

外
を

問
わ

ず
広

く
Ｐ

Ｒ
し

、
利

用
者

の
増

加
を

図
る

と
共

に
町

の
子

育
て

支
援

施
策

を
周

知
す

る
こ

と
で

、
将

来
的

な
移

住
・
定

住
に

繋
げ

て
い

く
。
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様式３

【事業の位置づけ】

担当課

あり　 なし 　 課・係名

事業継続実施 事業継続実施 事業継続実施 事業継続実施 事業継続実施 支援拠点設置 事業継続実施

【ＫＰＩ（重要業績評価指標）】
目標値(Ｒ６) Ｒ元実績値 達成状況

1,200人 1,659人 目標達成

－ －

45人 54人 目標達成

1.25 1.00 目標未達成

【予算・決算状況】 （単位：円）

内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額 内訳 Ｒ元予算額 Ｒ元決算額 Ｒ２予算額

賃金 1,287,000 1,040,732 1,628,000

旅費 0 0 48,000

報償費 9,000 0 0

需用費 77,000 76,528 128,000

役務費 59,000 16,623 47,000

【事業概要及び検証】
(1851000)

事
業
の
検
証

成果実績
（現状の成果）

・Ｒ元年度　開所日　196日　　利用者数　1,659人　平均利用数　8.46人／1日
・Ｒ２年度上半期　　　開所日77日　　利用数258人　平均利用数　3.35人／1日

進捗状況
（達成度）

・Ｒ元年度　週5日の開所を継続し、利用者数も目標を上回る。
・Ｒ２年度上半期　新型コロナウイルスの影響により4月、5月は閉所とした。6月以降も利用者数は前
年を下回っている。読み聞かせに保育所の園児が参加、保育所のイベントにひろば利用者に参加し
てもらうなどを計画しているがコロナウイルスの影響で実施できていない。
保育所の入所の問合せ、利用者と話をする中での育児相談（不安なことの相談）は行えている。

(79.18%)

事
業
の
概
要

目的・必要性
（何のために）

子育て家庭の親と子どもが気軽に集い、うち解けた雰囲気の中で語り合い、相互に交流できる場を
設置し、地域の子育て支援機能の充実を図るとともに、子育ての不安感等を緩和し、子どもの健や
かな育ちを促進することを目的とする。令和元年度より子育て支援センターとしての事業を開始して
おり、保育士による育児相談を実施することにより子育てに対する精神的負担を軽減し、子育て世代
の人口定着に繋げることも目的とする。

対象
（誰/何を対象に）

産･学･官の連携・
役割分担

・Ｒ元年度　ボランティア（ぬるがわ）による読み聞かせを毎月実施。より安全に利用してもらえるよう
保育所の避難訓練に広場利用者も参加してもらった。
・Ｒ２年度上半期　コロナウイルスの関係でボランティアの受入が出来ていない。避難訓練について
は利用者の安全を考慮し継続をして実施している。

Ｒ元予算総額

1,432,000

Ｒ元決算総額

1,133,883

Ｒ元予算残額

間接指標
年間出生数

合計特殊出生率

令和２年度

未就学児、主に保育所に通っていない子どもとその保護者を対象に親子が気軽に安心して集える居
場所と親同士の情報交換をできる場所を確保。

事業内容
（手段・手法など）

・Ｒ元年度　会場を新築したはらまち保育所２階に移転し、今までのひろば（拠点事業）に加えて子育
て支援センターとしての事業を開始した。令和２年３月は新型コロナウイルスの影響を受けて閉所と
した。
・Ｒ２年度上半期　昨年度から引き続きコロナウイルスの関係で４月・５月は閉所とした。保育所と一
体的な運営を行うため、保育所職員もローテーションで広場での勤務を開始した。利用者との日常会
話の中から育児相談等も行えている。

　アクションプラン

　基本施策 　　4-1-2子育て支援の充実

　関連部署

298,117

Ｒ２上半期
進捗状況

指　　　標　　　の　　　名　　　称

直接指標
子育て支援拠点年間利用者数

　　　　　－

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

事　　　業　　　名

令和元年度
進捗状況

事
業
の
位
置
づ
け

　基本目標 　　４．東吾妻で家族を持ちたくなる

　施策の具体的方向

　　地域子育て支援センター
　　地域子育て支援拠点事業

東吾妻町 第２期 まち・ひと・しごと創生 総合戦略 事業検証シート（概要説明書）

【令和元・２（上半期）年度事業分】
総合戦略　事業名 　　 子育て支援拠点事業 　　学校教育課

　　4-1若い世代の結婚・出産・子育ての支援
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ひがしあがつま創生会議

東吾妻町総合戦略本部

（未来創生部会）

事務局 東吾妻町役場 企画課（定住促進係）

〒３７７－０８９２ 群馬県吾妻郡東吾妻町原町１０４６

ＴＥＬ ０２７９－６８－２１１１ ＦＡＸ ０２７９－６８－４９００

E-mail kikaku@town.higashiagatsuma.gunma.jp


